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総合学科の人りIIで、本校生徒は「産業社会と人間」・「産業理解」に出会う。その学習項目を一つ  

ひとつ消化するうち、人学以前はあまり意識しなかったであろう自分の在り方や社会全体の在り方につ  

いて考えをめぐらせるようになる。そうして、生徒は変わっていく。やがて、劇的に変わっていく。本  

校総合学科14年間の歩みの中で凝機されたノウハウという恩恵を受けて、今年度第15期生も「産業  

社会と人間」・「産業理解」の㌢超していた授業を全て終了することができた。この1年間の実践を報  

告すると典に、どれだけの成果を1：げることができたのかを検証する。  

キーワード：Fldの在り舟、社食の作り方、将来の目棲、履修計画の作成、自主的な学習、  

性病の充嚢  

1．はじめに 一丁讐MMSと「鹿祉・鹿理」一   

平成20年12月、朝日新聞は「学ぶ意欲、なお低迷」  

という見出しで、2007年嚢施のI乳除数学・理科教育動  

向網癒（TIMMS）の結果を報じた。学力低ドに歯ILめ  

がかかったとするJ■方、勉強に対する興味関心が依然低  

い数字であると分析していた。勉強が壌しいかという質  

問に対して「そう思う」「強く思う」と答えた生徒は、  

中学2年では数学で39臥 理科で58％であった。これ  

は参加国50カ国申下から3糖胃という数値であった。   

この目本の生徒の学習慮欲低迷という嘲貌はもちろん  

今に始まったものではなく、前々回の1999年嚢施の  

TTMMSから毎回間領になっていた。文教政雄は「ゆと  

り教育」から r■学力重視」へシフトしているが、勉強に  

興味が持てないあるいは持たない r知離れ」機象は一一向  

に変化していないようである。先程の朝日新聞はこの日  

の社説で、魅力ある投薬がかぎであると述べ、教材や指  

導法の研究にカを注げる体制整備の親愛性を訴えている。   

この㌻知離れ」に対して個々の授業の質を高めること  

に異論はないが、教育制度、教育課程の面からこの間題  

に迫ろうとするのが総合学科である。学ぶ意味を見いだ  

せないでいる現代の生徒に対して、生徒はこれまであま  

りしてこなかったであろう「生きる」意味を考えさせる  

授業が「産社・産理」（「産某社会と人間」「産薬理解っを  

合わせた授菜を本校では「産社■産理」と呼んでいる）  

である¢ 自分と向き合い、総合学科を理解し、現代社会  

を理解し、将来の自釧二思いを馳せる撒 この申で授賽の  

意味を構築し2年次、3年次の時間働を作成する鵡時間  

割作成は暫碇約なゴールであり、儀終約には登蓉甲斐を  

粗いだすことであり、生理にわたって学習に取り組む慮  

欲や態度を持つことである。  

－l－   

総合学科は平成5年2月に文部省（当時）から出され  

た「高等学校教育の改革の推進について（第四次報告）  

の概要」によって始まった。平成6年度から全国7校に  

始まり、現在は284校（H19統計）に達している。戦後  

後期中等教育の最大の改革と言われた総合学科の歩みも  

今年で15年になるが、まだまだ日本の風土に根ざした  

ものになっていない。この一年を振り返り総合学科の中  

核である「産社・産理」という科目が、学ぶ意味の発見  

や生き生きとした生活につながっているかを検証する。  

2．総合学科と「産社」   

総合学科は、普通教科と専門教科を並行して学ぶ学科  

として平成6年度から制度化された。総合学科は高等学  

校教育改革の中心的な役割が期待され、文部科学省は、  

高等学校の通学範囲内に、総合学科を有する公立高等学  

校を少なくともl校整備することを目棲としてきた。   

文部科学省は総合学科で行われる教育の特色として、  

①幅広い選択科目の中から生徒が自分で科目を選択し学  

ぶことが可能であり、生徒の個性を生かした主体的な学  

習を重視すること、②将来の職業選択を視野に入れた自  

己の進路への自覚を深めさせる学習を重視すること、の  

2点を挙げている。   

総合学科以外にも新しいタイプの高等学校の取り組み  

が行われている。例えば、総合選択制高校などがあげら  

れる。総合選択制高校には、①普通科の中に人文・理数  

などの生徒の進路希望に応じた複数のコースを設置した  

もの、②工業、商業、家庭など複数の職業系専門学科が  

併置されたもの、③普通科と職業系専門学科を併置した  

ものがある。上記①②③の本県・県立学校の事例として、  

①伊奈学園総合高等学校②新座総合技術高等学校③進榛   



修オリエンテーション 校外研修（上級学校・企業   

等見学）・校外研修のまとめ  

5）まとめ   

ライフプランを作ろう 作成・提出 HR発表 学   

年発表会 産社のまとめ  

修館高等学校などが挙げられる。   

総合学科は一挙科の取り組みであり、－－一方、総合選択  

制高校は学校全体の取り組みであるので、似て非なるも  

のである。前記、進修館高等学校は「普通科」「総合学  

科」r工業科」を含む「総合選択制高校」である。本稿  

は総合学科について述べるものである。   

高等学校学習指導要衝では、自己の個性を発見し、将  

来の生き方や進路を考える学習を進めるために、「産業  

社会と人間」を原則履修科目として定め、すべての総合  

学科の生徒に履修させることとしている。   

「産業社会と人間」の取り組みについて、インターネ  

ットで閲覧可能な高等学校の年間学習計画をいくつか概  

観する。  

③愛媛県立川之石高等学校（平成20年度年間学習計画）   

1学期）  

総合学科・産社オリエンテーション 入学動機調査  

社会人講話（生き方） エンカウンター 望ましい  

勤労観 職種研究 就業体験（校内果樹園） サツ  

マイモの定植 職場見学   

2学期）  

先輩は語る 職種発展調査 料目送択ガイダンス  

科目説明・系列体験学習 サツマイモの収穫 松山  

地区上級学校見学 履修計画の作成 就業体験（校  

内技術指導） ライフプラン（自分史・将来の夢・  

目標）   

3学期）  

履修計画の作成（変更確認） ライフプラン（クラ  

ス内発表会） ディベート 総合発表会 スペシャ  

リストに学ぶ生活シミュレーション アンケート・  

未来へ向けて   

①北海道立北海道清水高等学校（平成17年度年間学習  

計画）   

1）自己と他者を見つめる・履修計画を立てる  

オリエンテーション 進路（職業）適性検査 上級  

学校について 選択科目ガイダンス 系列体験授業  

適性検査結果の見方 選択科目調査① 職業調べ街  

角インタビューまとめ   

2）社会を見つめる・履修計画を立てる  

働くことを考える 職場実習ガイダンス 選択科目  

調査② 社会人講話 職場実習   

3）ライフプランを作る  

ライフプランとは何か ライフプラン作成 ライフ  

プランクラス発表 進路ガイダンス ライフプラン  

発表会 著名人請話 1年間のまとめ  

各校の「産業社会と人間」の年間学習計画を概観する  

と、自己理解、職業・進路（社会）理解、履修計画の作  

成が大きな桂であることがわかる。それらの柱を達成す  

るために、適性検査・ライフプランの作成、職業体験・  

社会人講話・上級学校訪問などが行われている。これら  

が「産業社会と人間」の授業内容のコアなるものと思わ  

れる。   

本校では「産業社会と人間」およぴ「産業理解」の2  

科目を「産社・産理」と称して実施しするようになって  

6年を経過した。毎年、1年次担任団を中心とする産社  

・産理委員会を組織し、授業内容の見直し等を行ってい  

る。本年度の具体的な授業計画、変更点については後述  

する。   

（∋長野県立丸子修学館高等学校（平成19年度年間学習  

計画）  

1）自己理解  

「産業社会と人間」って、何の授業？ ともに学ぶ  

仲間との出会い 自分って、なんだろう？   

2）職業理解  

進路理解 職業人の講話を聞こう 就業体験事前学  

習 ～になるには調べ 進路理解・面談 就業体験  

学習（夏期休業中） 就業体験発表会 進路絆話   

3）履修計画  

先輩の話を聞こう 科目説明会 履修計画作成（フ   

リーで） 系列ガイダンス 履修計画相談金 運択  

希望調査（第1～■4次）   

4）社会認識  

マスメディアがみた世界 旅行と地域社会 校外研  

近年、若年層の非正規雇用の増加は社会問題として様  

々な場面で取り上げられてきた。さらに昨年9月以降、  

金敵危機が実体経済に甚大な影響をもたらす事態に至  

り、非正規雇用労働者の大量解雇が現実の問題となって  

いる。また大学・高校卒業予定者の「内定取り消し」が  

明らかになるなど、雇用問題は一一層深刻な局面を迎えて   
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いる。   

平成20年12月18‖に公表されたOECDの報告  

番は、日本の若年層が正規雇用に就くことが困難である  

ことを指摘している。また、報告歯では、学校、特に高  

等教育機関は企菜とのつながりを密にし、企業が求める  

スキルを学生に与えるぺきであるとしている。   

このような情勢の中、将来の職業選択を視野に入れ、  

自己の進路への自覚を深めさせることを特色とした、総  

合学科、そしてその中心科目である「産業社会と人間」  

の役割がますます重慶になってきていると考えられる。  

イダンスを担う新科目「産理」を履修させることによっ  

て、現代社会に対する認識を深めさせ、社会との関わり  

の中で自己を位置づける力や、社会全体の幸福を考え向  

上心を持って生きる力、それに社会規範意識や倫理性を  

育成していきたいと考えた。   

まず、教科「産業」の目標を「産業に関する基礎的・  

基本的な理解や関心を高めさせ、産業と人間の関わり  

や、社会生活において産業が果たしている役割について  

広い視野を持って理解させるとともに、自らの体験を通  

して様々な同棲に対処する力や、新たに創造する力を育  

てることにより、望ましい勤労観や職業観を育成する」  

と設定した。   

「産業」の枠組みの中には「産社」「産理」、さらに  

それらの発展科目である「起業基礎」を位置づけること  

にした。このうち、「産社」「産理」は1年次必履修科  

目とし、「起業基礎」は2年次の必履修科目として、教  

育課種の中に位置づけた。   

「産社」においては、様々な体験や色々な立場の人々  

との交流を通して自己を見つめ直し、将来について考え  

た上で、履修計画を作成させている。それに対して「産  

理」では、産業や社会全般についての見識を深めること  

を主眼におきつつ、産業社会の中で生きる自分の将来を  

展望させることを目指している。   

このようなカリキュラムの中で、高校入学以前はあま  

り意識しなかったであろう社会人としての東任ある「生  

き方」について認識を深めさせ、いずれひとりの社会人  

として生きていくために、今何を学ばなければならない  

のかを理解させようと考えた。さらに、現実の社会の中  

でどんな「生き方」をし、どんな職業に就きたいのかを  

考えさせ、それを実現するためにはどんな進路をたどっ  

たらいいのか、そのためには今何をしなければならない  

のかということに気づかせようと考えた。（参考：本校  

研究紀要第43集）   

【参考文献】  

北船遊立北海道酒水腐簡単校Ⅰ一1Ⅰ）  

http：／／www．shimizu．hokkaido－C．ed．jp／  

艮野県立丸㌢修学種菌等学校H  

http：／／www．nagano－C．ed．jp／marukohs／  

愛媛鼎立川之石高等学校HP  

http：／／kawanoishトh．esnet．ed．jp／  

Jobs for Youth：Japan（Organisation for Economic  

Co－OperationandDevelopment18／12／2008）  

3．「産理」開発の経緯と教科「産業」の目標   

本校は．ー平成12年度～14年渡 文部科学省研究開発学  

校」の指定を受け、「生徒の封体的な学習態度の育成を  

図るための総合学科におけるガイダンス的な教科・科目  

の開発研究および学習内容の総合化のための開発研究」  

を研究室層として、新教科「産業」およぴそれに属する  

新科目「産真理解」（前述の通り、本校では「産理」と  

呼んでいる）の開発に取り組んだ。ニートの存在が表面  

化し始めた時代である。   

その頃、高校生の意識について、日々の学習を単に目  

先の卒業や進学の手段としてしか捉えていない傾向があ  

ることが指摘されていた。また、学校で学習する内容が  

社会人として必要な基礎知裁であり、社会生活を営む上  

で活かされ得るものだと認識している生徒が多くないこ  

とも指摘されていた。それが、学習意欲の減退や高校生  

活に対する逃避的傾向、さらには進路獲得に対する意識  

の低下へと繋がっていくのではないかと考えられてい  

た。   

そこで、学校と社会を結びつける学習活動が必要であ  

ると考えたe もちろん、現行の㌻塵社j においても、社  

会人済話や職場嚢習は行ってきた。しかし、それだけで  

は社会全般に対する具体的な組織を十分に深めさせるこ  

とができているとは露い難いと思われた。社会全体のガ  
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平成20年度 産業社会と人間・産業理解 年間計画  

月  日  産社・度理の 時間帯以外＊   
主 題  学 習 内 容   

2   ＊   自己を見つめる  進適・職適（物品購入日）  

10   ＊  本校での学びを知る  『産社・産理』オリエンテーション（コミュニケーション・キャンプ）  

F産社・産理』オリエンテーション（目的、年計画）、  

4                                 23  間割を作成する  菜囲づくリ1（畝づくり・区割り・マルチがけ・種蒔き）、  
R－CAP、系列授業見学・系列ガイダンス準傭  

系列按兼見学く3．4限）  

や上線学校を知り、道路を考える     系列ガイダンス1、高校卒菓後の進路（上級学校について） 

7  系列ガイダンス2、科目選択について（ガイダンスブック配布）  

5                     21  夢現塾（村田兆治先生ホ漬会）  自分を知る（R－CAP振り返り）  

28  嶋♯発見ガイダンス（JSコーポレーション）   

ヰ  科目遭択予■爛査入力、科目遭択振り返り  

知り、自分をtり返る  
8  

禰祉入門・交流会準欄1  

18  橿杜傭欄（手樽子、アイマスク）  

25  制学畏れ話、葉蘭づくりく除算）、1学期の振り返り・王休みの指導   

9   ＊  進路バス見学会準備 社会人講話・職場実習準備  

＊  進路バス見学会  

7  ＊  よ       理解し、生き方酋考える   社会人ホ話・♯壌実習準備、バス見学会振り返り  

17   ＊  菜関収穫祭  

22一－8／1   ＊  書場実習 牧場実習振り返り（ポスターづくり）、バス見学会振り返り   

27   ＊  

8  

産理1：産業と経済  

28   ＊  日銀・東征見学   

3  ●場実習撮り返り（報告会）、日銀尊見学捷り返り、交流会準■2  

9                      10  産理2：塵暮のしくみ、会社のしくみ（R－¢AP間違教材を活用して）  

17  
量■1   

8  筑波大学訪間  

15  
り】邑り、疇 

10  ＊  附属桐ヶ丘特別支援学校との交流会（1A）  

22  進路ガイダンス（纂校生新欄社）  

29  塵理4：環境と鹿暮   

4   ＊  附九大塚特別支捷学校との交流会（1D）  

6   ＊  県立書学校との交流会（1B）  

5  産層甘環境と産業  

＊  附属聴覚特別支線学校との交流会（1C）  

12  筑波大学の先生方の♯暮  

19  イフプランを作成する n  交流会振り返り報告会、ライフプラン作成・科目選択本欄査準■   

3  科目遭択本爛董入力 ライフプラン作成  

12  ライフプランクラス先妻会  

17  研究大会準■   

21  産理5：犠牲と塵暮  

28  ライフプラン学年先喪金、研究大会準儀   

19   ＊  塵杜・重職暮り逼り  
2  

25  虔理6：これからの産業（情報化を中心に）、産牡・産理振り返り   

3  

＊栗t■の手入    を三舌時行います■   

♯交流会準■を壬時行います  
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4．今年度の授業計画と変更点   

次年度1年次の担任に決まると、早速「産社・産理」  

の準備に取りかかる。どんな新企画を取り入れようか  

と、夢が膨らみ心が躍る楽しい作業である。この頃、最  

初の社会人講話を元プロ野球選手の村田兆治先生にお願  

いする案が浮上した。夢や目標を持って頑張る日々がど  

んなに充実しているかということについて、力強く、そ  

しておおらかに語って頂こうと考えたのである。幸い進  

路指導部との連携が、実の実現を後押ししてくれた。俄  

然楽しみが倍増した。次に、最初の進路ガイダンスは職  

業紹介に特化して、各分野20種程度の仕事を画像を交  

えて紹介する企画の採用を考えた。そしてそのまま「な  

るには相鉄会」に持ち込めば、科目選択のヒントを与え  

ることができるのではないかと、夢はますます膨らん  

だ。さらに、「菜園づくり体験」も収盤を増加させよう  

と、畝づくりマルチ掛け農法を採用することを決定し、  

必要なものを発注した。   

そんな風に心を躍らせ計画を練りながら思いを馳せる  

のは、新入生達のことである。思春期の心は傷つきやす  

く、いじめや不登校を経験してくる生徒も少なくない。  

そうした生徒たちにも、「産社・鹿理」の授薬を通して  

多くのことに「気づき」、自分に合った科目選択をする  

ことによって高校生活を謳歌してもらいたいと厳って止  

まない。一人一人の心に響くようにと、きめ細かく計画  

を練っていく。これもまた、やりがいのある仕啓であ  

る。   

化や前年度までの反省を踏まえて、その年の「産社・産  

理」委員会が毎年少しずつ変更を加えている。今年度の  

主な変更点は、以下の通りである。  

（1）進路指導蘭との連携   

「魔杜・虔理」での取り組みは、本校のキャリア教育  

の中核をなしていると言える。そのためキャリア教育を  

中心となって推進している進路指導部との連携は非常に  

患要となってくる。例年、その必要性については十分認  

識されていたが、準備を始めなければならない的年度  

に、堀分認の仕調を行いながらそれぞれ次年度の計画を  

立てていくため、1藩閥で綿密な協繊を盤ねていくこと  

は絢難な状況にあった。今年度は、「魔社・産埋」を担  

当することになっていた数段が進路指導部にいたことも  

あり、十二釧こ進路指噂部と新「産社・産理」担当との  

開で次年度の内容について協注することができた。   

両方で、文科省でも濫費性を説いているインターンシ  

ップを、本校では「産社・塵軌の申で、職場体験と社  

会人請箔をセットにして行っている。生物資源・職域科  

学系列、工学システム・情報科学系列、生活・人間科学  

系列、人文社会・コミュニケーション系列の4つを抱え  

ている本校にとって、すべての系列が満足する協力体験  

先を確保することはなかなか容易ではない。しかも毎年  

「産社・鹿埋Jの担当は年次印で構成されるため、その  

はとんどが入れ替わりになり、協力先との連絡に関する  

引き継ぎが懸念されていた。2年前までは何年か続けて  

担当する教員がいたが、昨年「産社・産理J担当が絶入  

れ替えになったため、開港は〟気に表面化した。長年卒  

業生を中心にお廉いしてきた協力先の確保が困難になっ  

たのである。そこで、協力を依頼していくこととなる企  

菜や軍楽生ともっとも太いパイプを持つ進路指導部がイ  

ンターンシップを担当することになった．ー産社・産櫻」  

のメンバ仰の－一人ではなく、一分寒が引き受けることに  

よって、引き継ぎ困難な状況を回避することができた。   

これらのことから、今年度は連携のとれた行事を組み  

立てていくことが可能となり、進路指導部の協力による  

「産社・産理」の行事は以下のように充実した。  

さて、本校における「産社」の学習内容のうち、総合  

学科立ち上げ当初から受け継がれているものは、以下の  

通りである。  

進路適性検査・職業適性検査 薬園づくり体験 福祉体験  

特別支援学校との交流会 系列ガイダンス 産業と職兼  

高校卒業後の進路 社会人講話 就業体験 履修計画作成  

ライフプラン作成  

これらの内容に、筑波大学と連携した内容が加わるよう  

になって久しい日   

次に、開発当初からほぼ毎年行われている「産理」の  

学習内容は、以下の通りである。  

5月中旬 請演会  

5月東  進路ガイダンス（職業  

を知る）  

7月上旬 パス見学会  

7月中旬 社会人請蘇  

7巧下旬 職場体験（調所調後指  

導）  

10月下旬 進路ガイダンス し上級  

学校を知る）   

5月栄 進蕗ガイダ  

ンス   

（7月 社会人譲請  

・執場体験）   

10月下旬 進路ガイ  

ダンス  

産業のしくみ、産業と経済、現場と産業、福祉と産業、  

IT技術と産業   

こうした本校における「産社・産理」のコアとも貰う  

ぺき学習内容は基本的には変わらないが、社会情勢の変  
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め、自己を振り返る」活動として捉えると同時に、秋の  

交流会への心構えを作る最初の活動と位置づけて実施し  

た。そのため単発で行うこともあったこの授業の前に、  

「福祉入門」と称して、障がいの定義やそれを取り巻く  

現状について諦義し、障がいを持つということについて  

考えさせる時間を設けた。また、この時に交流会につい  

ても概要を説明した。   

「福祉体験」として、1年次4クラス中2クラスに  

は、車椅子で生活をされている社会人講師の先生をお招  

きし、講義をしていただき、車椅子で駅まで公道を走行  

する体験を行った。また、駅ではエスカレーターを車椅  

子仕様にして昇降する様子を見学させていただいた。別  

の2クラスは目に障がいのある社会人講師の先生に講義  

をしていただき、アイマスクをつけて駅前のモールまで  

行き、エスカレーターの昇降訓練を行った。車椅子に乗  

ったり、アイマスクをつけた状態で駅まで往復させたこ  

とも今年初の取り組みである。   

この一連の授業の後、各クラスの「産社・産理」委員  

の生徒達を集めて、交流会の準備に入った。これは交流  

会直前まで続いたが、事前に委員が相手校へ赴き、打合  

せを行ったクラスもあれば、交流校の生徒を少しでも理  

解しようと手許で自己紹介する練習をしたクラスもあっ  

た。また、お互い打ち解けるため、クイズやレクリエー  

ションを準備したクラスもあった。こうした代表生徒に  

よる準備は、当然これまでも行われてきたことである  

が、今年度は早めに準備に取りかからせることで準備期  

間の十分な確保に努めた。   

一方、交流会に向けた授業として、交流の在り方につ  

いて各自考えを書かせた後、クラスでそれを発表させる  

取り組みも行った。また、10月には交流校の先生をお招  

きして、特別支援学校に関する講義をしていただいた。   

例年、1学期に将来を考える上で重要となる「職業を知  

る進路ガイダンス」、2学期には、自分が考えている職  

業に就くための進路選択の段階で、「上級学校を知る進  

路ガイダンス」を行っていた。今年度はそれに加えて、  

講演会、バス見学会（上級学校見学）を「産社◆・産理」  

の中に組み入れた。講演会は、進路選択において最初に  

夢を持たせる趣旨で、高校生新聞社・夢現塾の村田兆治  

先生にお願いした。内容の変更点として、「職業を知る  

進路ガイダンス」では、生徒にとってよりイメージがわ  

きやすいように職業の紹介をVTRで見せる方式を採用  

し、具体性を出すことに重点を置いた。また、社会人講  

話・職場体験を進路指導部の協力のもと行うことにより、  

たくさんの体験協力先の確保と事前事後指導の充実をは  

かることができた。   

今年度は、「産社・産理」のメンバーの中に年次団プ  

ラス1名で進路指導部専任が入った。インターンシップ  

に関しては、進路指導部のインターンシップ担当は協力  

先確保等のお膳立てをし、彼の作業は「産社・産理」の  

メンバーにバトンタッチされるため、必ずしも進路指導  

部のメンバーがプラスlで入る必要性はないだろう。し  

かし、今後も行事を充実させていく上で進路指導部との  

連携は必須であるため、「産社・産理」の担当に2人以  

上の進路指導部のメンバーが入ることが望ましく、綿密  

な協議を重ねていくことは重要であると思われる。  

（2）「交流会」に向けた取り組みの見せし   

総合学科発足当時の平成6年度から変わることなく実  

施している取り組み内容に、「特別支援学校との交流  

会」がある。毎年の生徒の成長ぶりを見るにつけ、「交  

流会」が生徒に与える影響の大きさは疑う余地もないと  

確信しているため、今年度も迷わず交流会を実施するこ  

とを決定し、前年度中に相手校との日程の調整に入っ  

た。しかし、相手校から、これまでの「交流会」の在り  

方を見直す必要を指摘された。過去の「交流会」におけ  

る本校生徒の心構えが甘く、その意義に対する疑念が投  

げかけられたのである。『産社・産理』の運営は多忙を  

極めるため、ややもするとその準備が行き届かず、交流  

先の生徒や先生方に不快な思いをさせることがあったこ  

とも否めない。そこで、秋に設定した「交流会」に向け  

て、年度当初から段階を踏んで心構えを作り、準備して  

いくことにした。   

まず、6月に「福祉体験」の授業を実施した。これも  

総合学科発足当時から実施していることであるが、今ま  

で同様「自分とは立場の違う人を知り、社会全体を見つ  

各クラスの交流先と交流時の主な活動は以下の通りで  

ある。  

A組 筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校  

1年生 11名（訪問）  

食事をしながら自己紹介、授業参加、交流会  

B組 県立盲学校  

普通科1～3年生 11名（訪問）  

本校軍導のゲーム大会、盲学校主導の大縄飛  

び  

C組 筑波大学附属聴覚特別支援学校  

普通科 1～3年生 80名（訪問）  

食事をしながら自己紹介、各クラスに入って   
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平均値  4．275  

肯定率（5，4）  84％   

手話コーラス練習、発表会  

D組 筑波大学附属大塚特別支援学校  

1～3年生 23名（来校）  

グループごとにレクリエーション、農作業体  

験、会食、キックベースボール   

この結果からも明らかなように、「交流会」は生徒に  

多くの「気づき」をもたらす。それが本校での生活の原  

体験になっていくように思えてならない。  

クラス毎に交流の内容が異なるので、1つの例として  

聴覚特別支援学校と交流したクラスを取り上げて、生徒  

の感想文（400字程度の自由作文）を見てみると、以  

下のような感想が見られた。  

○交流校の生徒は障がいがあるだけで、僕らと同じ高校   

生だと思った。（9名）‥・項目1  

0当たり前だと思っていた話せることは、実は幸せなこ   

となのだと思った（3名）・‥項目2  

0交流校の生徒が明るく頑張っているのを見て、自分も   

頑張ろうと思った（5名）・・・項目3   

（）内の数字は同じ内容を書いた生徒数であるが、  

こうした感想に対して、同感か否かクラス全員に問うて  

みたところ、以下のような結果を得た。  

（3）年間計画の組み立て   

「産社・産理」の終盤で生徒は系列選択並びに科目選  

択を行う。各自が自らの意思で、2，3年次の時間割を  

決定することになる。系列選択や科目選択をするために  

は、卒業時の進路やその先の将来の職業にまで想いを馳  

せなければならない。そのためには、「自己を見つめ  

る」必要がある。「職業や上級学校について知り、進路  

を考える」必要がある。そして、「本校の学びを知り、  

時間割を作成する」必要がある。そのいずれを取って  

も、生徒には人生を左右するであろう細大事である。だ  

から、短時間でできるはずがない。そこで、今年度の年  

間計画を立てる際、それらの要素を全て早い時期から計  

画に組み込むことにした。 本校では、来年度の準備の  

都合上、6月初旬に科目選択予備網査を行っている。そ  

の前に「自分はどんな人間か」「将来何をしたいのか」  

「本校で何を学びたいのか」という疑問を投げかけたの  

である。   

まず、「自己を見つめる」ことに関しては、R－CAP  

を含む2種類の進路適性検査・職業適性検査を実施し、  

その結果を用いた授業を行い、客観的データが示す自分  

のイメージと向かい合わせることで、自己を見つめるき  

っかけを作った。さらに、4月中には「菜園づくり」の  

体験学習を開始した。次に「職業や上級学校について知  

り、進路を考える」ことに関して、上級学校の紹介を含  

む高校卒業時の進路選択に関する授業や、職業発見ガイ  

ダンスを実施した。そして、「本校の学びを知り、時間  

割を作成する」ことに関しては、系列授業見学や系列ガ  

イダンスや科目選択ガイダンスを行った。   

過去の取り組みにおいて、これらの要素を一通り実施  

する前に科目選択予備網査に突入した年もあり、考える  

条件が揃っていないことに関する不安の声が聞かれるこ  

ともあった。今年度はそうした反省を活かして、6月の  

予備調査と12月の本調査を軸に据え、バランスを考え  

た学習内容の配置に努めた。生徒たちは、早い時期に投  

げかけられた「自分はどんな人開か」「将来何をしたい  

のか」「本校で何を学びたいのか」という生き方に関す  

る基本的な問いと、12月の本調査まで向かい合うこと   

項目1．交流校の生徒は障がいがあるだけで、僕らと同  

じ高校生だと思った。  

5：そう思う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは息   患う  も音えない  う思わない  わない   

35人   2人   2人   0人   1人   

87％   5％   5％   0％   3％   

平均値  4．75  

肯定率（5，4）  92％  

項目2．当たり前だと思っていた聞こえること、話せる  

ことは、実は幸せなことなのだと思った  

5：そう患う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは息   思う  も音えない  う思わない  わない   

30人   6人   2人   1人   1人   

74％   15％   5％   3％   3％   

平均値  4．575  

肯定率（5，4）   89％  

項目3．交流校の生徒が明るく頑張っているのを見て、  

自分も頑張ろうと思った  

5：そう患う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは思   患う  も嘗えない  う患わない  わない   

21人   13人   3人   2人   1人   

52％   32％   8％   5％   3％   
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ク走行、雪山のトレッキング、集団活動などから成る。  

キャンプそのものが「産社・産理」ではないが、夕食後  

には「産社・産理」の最初の請義が行われ、総合学科生  

としての心構えや本校の教育課程に関する説明がなされ  

る。また、一一・つひとつの活動内容の意図も「産社・産  

理」のねらいや年次経営やHR経営の根幹に関連が深  

い。入学直後のまだ自分を出し切らない生徒たちに向け  

て、30Km超のマウンテン・バイク走行を実施した。  

困難なものから逃げずに、地道に努力し、達成する喜び  

を体験してほしかったからである。   

同キャンプでは、やはり夕食後の活動としてサイレン  

ト学習を行った。春期休業中に出しておいた課題を基に  

した確認テストをキャンプ最終日に実施することになっ  

ており、そのための学習時間を確保したのである。もち  

ろん、それは同時に、この新しい集団で互いを信頼して  

学習活動が行えることを体験させるためでもあった。   

このように、コミュニケーション・キャンプでは、困  

難なものに対する取り組み姿勢の形成を重視し、やがて  

それは真面目に学習に取り組む姿勢へと繋がることを目  

指した。その日棲はそのまま「産社・産理」の授業に受  

け継がれ、「自分はどんな人間か」「将来何をしたいの  

か」「何を学びたいのか」という難問に答えを出す姿勢  

へと繋がっていくことを期待した。さらに、社会に出た  

時に、やりたい仕事が与えられないから、人間関係が厳  

しいからと、すぐに転職を考えるのではなく、活路を見  

い出すために、地道に日々の仕事に取り組むことができ  

る勤勉な姿勢へと繋がって欲しいと考えている。   

平成20年には、予想もしなかった金融危機が世界を  

席巻した。未曾有の社会不安がこの国をも飲み込んだ。  

巨大な国際社会はいつ何時予想だにしない難問をもたら  

すかもしれない。しかし、どんな時代が来ようとも、ど  

んなに難問が山積しようとも、周囲の人々に優しい気持  

ちを持って接し、違いを理解した上で共によりよい社会  

を築いていける人間へと成長して欲しい。環境問題を含  

め、社会全体を視野に入れつつ、地道に課題に取り組め  

る人材を育てていきたいと厳って止まない。   

になった。年間計画を参照されたい。   

さて、数年前にマスコミの取材を受けた時、本校の  

「産社・産理」の学習内容は福祉と農業関係の授業が多  

いことを指摘されたことがある。しかし、本校で実施し  

ている福祉体験や特別支援学校との交流会は、生徒を福  

祉分野の職業に誘うために実施しているわけではない。  

自分とは違う立場の人と交わることで、社会全体を捉え  

させようとしているのであり、その上で自己の在り方を  

見つめ直し、その役割を考えさせようとしているのであ  

る。そして、産業活動を含むよりよい社会の在り方を考  

えさせようとしているのである。同様に、菜園体験も生  

徒を農業に誘うものではなく、菜園作りを通して食の安  

全や人間の基本的な生活に不可欠なものについて考えさ  

せようとしているのであり、食の生産を含む社会の在り  

方を考えさせようとしているのである。もちろん、福祉  

や農業の分野が自分に合っているかどうかを、体験的に  

学習させている機会でもあるが、上記のような意図があ  

るから全生徒に必要な学習であると考えている。   

実際に6月の科目選択予備調査と12月の本調査を比  

べると、系列選択に変更がなかった生徒が全体の78  

％、変更があったのは22％で、そうした生徒達も『産  

社・産理』の様々な学習を通して、其蟄に自分を見つめ  

た結果、変更を決意したのであった。そして、「生活人  

間科学系列」の保育・福祉モデル選択者の数も、「生物  

資源・環境科学系列」の生物資源モデル選択者数もほぼ  

変動はなかった。  

（4）「産杜・産理」ノートの作成   

英数国のような教科と違い「産社・産理」を専門とす  

る教員はいないため、「産社・産理」担当者はその準備  

に多忙を極めることが多い。それを解消すべく、今年度  

は過年度の蓄積を基に「産社・産理」ノートを作成し  

た。ノートといっても、線が引いてあるだけのノートで  

はなく、書き込み式教科書形式のノートである。これに  

よって、各授業前のワークシートや資料プリントの印刷  

の手間が省け、また、生徒の感想文の整理を効率よく行  

うことができ、「産社・産理」運営の効率化に大いに貢  

献した。  

5．指導のねらい   

～今年度「産社・産理」委員の患い～   

本校では、入学式翌日から3泊4日でコミュニケーシ  

ョン・キャンプを実施している。健全な集団作りを目指  

したキャンプで、アイス・ブレーク、マウンテン㌧バイ  
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6．今年度の取り組みに対する評価  

（1）アンケート分析結果から  

調査項目：1）自己分析  

質問：自分をしっかり見つめ直すことができた。  

調査項目：4）労働への積極性  

質問：働くことに対する興味関心が高まった  

4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは思  
5：そう思う           思う   も嘗えない  う思わない  わない   

64人   77人   11人   2人   4人   

40．5％   48．7％   7．0％   1．3％   2．5％   

5：そう思う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは患   患う  も音えない  う思わない  わない   

75人   57人   19人   3人   2人   

47．5％   36．1％   12．0％   1．9％   1．3％   

項目平均   4．2   

肯定率（5・4）  89．2   

否定畢（卜2）  3．8   

項目平均   4．3   

肯定率（5・4）  84．6   

否定率（1・2）  3．2   

調査項目：2）共生  

質問：他者と助け合いながら生きていくことの価値を知  

ることができた。  

調査項目：5）進路意識  

質問：自分の人生設計について十分に考えることができ  

た。  

5：そう患う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは患   患う  も晋えない  う思わない  わない   

64人   64人   21人   8人   1人   

40．5％   40．5％   13．3％   5．1％   0．6％   

5：そう患う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは思   思う  も音えない  う思わない  わない   

62人   68人   21人   2人   5人   

39．2％   ヰ3．0％   13，3％   1．3％   3．2％   

項目平均   4．2   

肯定畢（5・4）  81   

否定畢（1・2）  5．7   

項目平均   4．1   

肯定率（5・4）  82．2   

否定率（1・2）  4．5   

調査項目：3）勤労観・労働観  

茸間：生産すること・働くことの大切さや喜び、または  

苦労を知ることができた  

調査項目：6）時間割  

質問：人生設計を反映させて、最良の時間割を作ること  

ができた。  

5：そう思う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは患   思う  も音えない  う患わない  わない   

51人   57人   41人   6人   2人   

32．3％   36，1％   25月％   3．8％   1．3％   

5：そう思う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは思   思う  も言えない  う患わない  わない   

65人   69人   19人   3人   2人   

41．1％   43．7％   12．0％   1．9％   1．3％   

項目平均   3．9   

肯定率（5・4）  68．4   

否定寧（1・2）  5．1  

項月平均   4．2   

肯定畢（与・4）  84．8   

否定率（1・2〉  3．2  
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調査項目：7）日常的な積極性  

質問：ものごとに主体的に取り組むようになった。  

調査項目：10）産業社会の意識化  

質問：社会にどのような産業や職業があるか知識が増  

え、産業社会に対する関心が高まった  

5：そう思う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは患   思う  も首えない  う思わない  わない   

26人   71人   45人   13人   全人   

16．5％   44．9％   28．5％   8．2％   1．9％   

5こそう思う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは息   思う  も嘗えない  う思わない  、わない   

53人   76人   22人   2人   5人   

33，5％   48．1％   13．9％   1．3％   3．2％   

項目平均   3．7   

肯定率（5・4）  61．4   

否定寧（1・2）  10．1   

項目平均   4   

肯定率（5・4）  81．6   

否定率（1・2）  4．5   

調査項目：8）日常的な問題意識  

質問：ものごとに問題意識を持って取り組むようになっ  

た。  

調査項目：11）自己開示  

貸間：自分の思いや意見を積極的に伝えられるようにな  

った。  

5：そう思う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは思   思う  も甘えない  う患わない  わない   

32人   67人   42人   12人   5人   

之0．3％   42．4％   26．6％   7．6％   3．2％   

4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは思  
5：そう思う           思う   も音えない  う思わない  わない   

53人   76人   22人   2人   5人   

33．5％   48．1％   13．9％   1．3％   3．2％   

項目平均   3．7   

肯定率（5・4）  6之．7   

否定率（1・2）  10．8   

項月平均   3．6   

肯定率（5・4）  52．5   

否定畢（1・2）  11．4   

調査項目：9）社会への関心  

質問：社会の中のできごとに関心をはらうようになった。  

調査項目：12）文章表現  

質問：文章を書くことが得意になった。  

5：そう思う  4‘：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは患   思う  も音えない  う思わない  わない   

13人   40人   62人   28人   14人   

8．2％   25．3％   39．2’％   17．7％   8．9％   

5：そう思う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは思   思う  も言えない  う患わない  わない   

42人   67人   36人   8人   5人   

2－6．6％   42．4％   22J8％   5．1％   3．2％   

項目平均   3．8   

肯定率（5・4）  69   

否定畢（1・2）  8．3  

項月平均   3．8   

肯定率（5■4）  69   

否定率（】・2）  8．3  
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「産社・産理」の授華に関するアンケート網奄を、1  

年次生158名を対象に行った。質問項目1）の自己分  

析に対する評価は酉定率89．2％と高く、授菜を通し  

て自分としっかり向き合うことができた生徒達の様子が  

うかがえる。また、2）他者との共生や、3）勤労観・  

労働観、′1）労働への機棲的な意識、10）産業社会に  

対する関心、そして5）進路意沸の博定率も80％から  

85％と高い数値を記録しており、働くことを肯定的に  

捉え、他者と協調して生きていこうとする意識が高まっ  

たことが推測される。一方、6）時間割作成や、7）日  

常的な積極性、または8）日常的な問題意謝、あるいは  

9）嚢社会への関心となると、博定率は60％台で、日  

常射引こおける賽銭的態度となるとb】止－・定の向上は感じら  

れるものの、まだ十分とは貰えないことが推測される。  

さらに11）自分の意見を伝えることは50％禽で、  

12）文車を番くこととなると30％台と低く、実際の  

スキルの伸びには結びついていないことが分かる。つ  

まり、今年度の「産社・産理」の授菜は、生徒の勤労観  

・労働観や進路意漱、そして協開催といった精神的な向  

上に対して大いに賞献し、日常生活における実践的態度  

の向上への期待をもたらしたが、悪思伝達能力や文車力  

といったスキルの向上をもたらすには登らなかったと考  

えられる。   

高校での学習が将来役に立つと思うかどうか問うたと  

ころ、背走率は85％であった。また、高校生活が楽しい  

かどうか問うたところ、肯定率は82％であった。本校入  

学以前、不登校を経験している若干名の生徒が全員5と  

回答してきたことは、日々彼らを見守ってきた私達を安  

堵させた。この結果から見ても、「産社・産理」は学ぷ  

意味の発見や生き生きとした生活の実現にある程度の成  

果を上げたと言えよう。  

（2）ライフ・プランの分析  

ライフプランの作文量の調査を行った。  

「産社一産理」の集大成とも言えるライフ・プランの  

作文は、最低限、原稿用紙の5枚目にさしかかっている  

ことを条件に書かせた。本調査では、5枚目の3、4行  

であれば4枚、5枚目の半分前後書いた生徒は4．5枚  

というくくりでカウントしてある。条件を出して書かせ  

たので、4枚以上が大勢を占めるのは当然の結果だがこ  

作文が得意な生徒ばかりではない生徒集団にあって、比  

較的難なくこれだけの枚数を書くことができたことは評  

価できる。「産社・産理」の授業では、一つの取り組み  

が終わるごとに、その内容を振り返らせて、文章を書か  

せている。従って、この結果は単独で出てきているもの  

というより、「産社・産理」の授業の積み重ねからきて  

いる結果であると考えられる。本校では、外部学力テス  

トをすると、英数に比べ国語の点数が高い傾向にある  

が、それも、こうした取り組みの産物と言える可能性が  

ある。   

さて、内容に日を向けていくと、文章を番くことで自  

分の考えや気持ちを整理し、次の課題の発見へと繋がっ  

て行ったことが読みとれる。系列選択・科目選択するた  

めには、自分の内面と向かい合わなければならない。そ  

のためには、過去から今日に至る心の変遷を振り返る必  

要がある。心を動かすものは新しい知諌や楽しい出来事  

ばかりではなく、時に苦難を伴う出来事であることもあ  

る。生徒のライフ・プランの中には、惜しげもなく過去   

さらに、lクラス、40名を対象に以下のアンケート  

調査を嚢施した。  

調査項目：13）学習の意味の認識  

質問：高校での学習が将来後に立つと思いますか  

5：そう患う  4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは思   患う  も習えない  う患わない  わない   

】8人   16人   6人   0人   0人   

45％   40％   15％   0％   0％   

平均値：4．1  

拷定率：85％  

調査項目：14）生き生きとした高校生活  

質開：高校生活は楽しいですか  

4：ややそう  3：どちらと  2：あまりそ  1：そうは患  
5ニそう思う           思う   も貰えない  う思わない  わない   

2一人   9人   6人   0人   1人   

60％   2；己％   15％   0，i   3％   

平均値：4．4  

肯定率：829ら  
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の辛い体験を赤裸々につづったものも多く見られた。そ  

れが聞いている仲間の共感を誘い、心を開かせることに  

もなった。事実、ライフ・プランの発表会は、各クラス  

とも大変感動的で、涙を流す生徒も多く見られたほどで  

あった。  

【ライフ・プラン】  

（自由記述作文）内容について分析した。（159名対象）  

l．将来の目標（就きたい職業）に関する記述があるか  

ライフ・プランがしっかりしている生徒が78％。22  

％の生徒のケアが必要と思われる。  

（3）授業最絶日に実施した学習項目別・振り返リアン  

ケートの結果分析   

学習項目ごとに次のような調査を実施した。  

①次の項目は【自分の在り方を考える上で参考になりま  

したか】。該当する番号を選んで下さい。（159名を対  

象に調査）  

5：大変蓼考になった4：毒時になった3こどちらとも言えない2：あまり毒時にならなかったト舛にならなかった  

具体的に善かれている   53％   

方向のみ書かれている   40％   

善かれていない（未定）   7％  区分   学 習 項 目   平均値   

コミュニケーション・キャンプ   4．1  

道路適性検査・職業適性検査   4．03  

菜園づくり体験   3．4  

系列授業見学   3．98  

系列ガイダンス   4．1  

村田兆治先生請詣   3．95  

職業発見ガイダンス   3．93  

産社                                     福祉体験（車椅子・アイマスク）   3．78  

副学長請話   3．65  

進路バス見学会   3．98  

社会人講話と職業実習   4．1  

筑波大学見学   3．85  

特別支援学校との交流会   4．3  

進路ガイダンス   3．93  

筑波大学の先生方による講評   3．5  

卒業研究系列内発表会   3．7  

ライフ・プラン・クラス内発表会   4．3  

ライフ・プラン作成時には93％の生徒が将来の目榛  

をある程度定めていることがわかる。7％の生徒のケア  

が必要と思われる。  

2．系列選択が将来の目榛（就きたい職業）と関連してい   

るか  

関連している   88％   

関連していない   12％  

88％の生徒が将来の目標を見据えて系列を選択したこ  

とがわかる。12％の生徒の中には、将来の目標が系列に  

属さない分野である場合も含まれているので、一概にマ  

イナス要因だと判断するぺきではないかも知れない。  

どれも高い数値を記録したが、○印を付けた項目が特に高か  

った。コミュニケーション・キャンプ、交流会、ライフ、プラ  

ン、クラス内発表会が本校生徒の自己を見つめる心に与える影  

響の大きさを改めて確認した。進路適性検査・職業適性検査、  

R－CAPが示す客観データもまた自分を見つめる上で一定の  

役割を果たしていることも確認できた。年間を通して、また、  

様々な体験を通して、自己を見つめた生徒たちの姿が伺える。  

②次の項目は【産業社会を理解する上で参考になりまし  

たか】。該当する番号を選んでください。（159名を対象  

に調査）   

5・大変事考になった4二事考になった3：どちらとも看えない2・あまり参考にならなかったl：雪時にならなかった  

3．自己を見つめた過程に関する記述があるか  

有る 98％   

無い   2％  

98％にも登る生徒が真剣に自己を見つめたことが伺  

える。2％の生徒のケアが必要と思われる。  

4．「産社」・「産理」の授業に言及しているか  

している   47％   

していない   53％  

「産社」・「産理」の授業に言及していない生徒はむ  

しろ、本校入学以前より系列や職業の希望があった生徒  

が多い。ライフ・プランの論旨に授業以上に必要な内容  

が含まれていたこともあり得る。よって、この結果をも  

って授業の善し悪しを判断するものではないと考えられ  

る。  

区分   学 習 項 目   平均値   

経済と産業（お金、銀行、株）   4．03  

日銀・東証見学   3．85 

産業のしくみ・会社のしくみ（現代の産業の特徴）  3．93  

塵理  3．85  

環境と産業腫薫の発達と環境保持、トレーディング・ゲーム）  4．08  

福祉と産業（福祉の意味）   4  

これからの産業（IT化社会）   3．33  5．ライフ・プラン（高校卒業時の進路希望や取得希望資  

格等）に関する記述があるか  
どれもある程度高い数値を記録した。現実社会を理解  

させるための授業は継続して充実させる必要があると思  

われる。   

有る   78％   

無い   22％   
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③次の項目は【科目や進路を選択する上で参考になりましたか】。該当する番号を選んでください。（159名を対象に調  

査）  

5：大変参考になった  

4：参考になった  

3：どちらとも言えない  

2：あまり参考にならなかった  

1：参考にならなかった   

区分   学  習  項  目   平均値   

コミュニケーション・キャンプ   3．33  

進路適性検査・職業適性検査   4．05  

菜園づくり体験   3．4  

系列授業見学   4．2  

系列ガイダンス   4．33  

村田兆治先生請託   3．45  

職業発見ガイダンス   4．15  

産社                                     福祉体験（車椅子・アイマスク）   3．35  

副学長講話   3．45  

進路バス見学会   4．2  

社会人講話と職業実習   4．15  

筑波大学見学   3．8  

特別支援学校との交流会   3．5  

進路ガイダンス   4．2  

筑波大学の先生方による請諮   3．4  

卒菓研究系痢内発表会   3．95  

ライフ・プラン・クラス内発表会   3．78   

経済と産業（お金、銀行、株）   3．28  

日銀・東証見学   3．08  

産其のしくみ・会社のしくみ（現代の産業の特徴）   3．45  

産理                 産業の課鴇（福祉的視点、環境保護的視点）   3．43  

環境と産業（産業の発達と囁境保持、トレーディング・ゲーム）   3．38  

福祉と産業（福祉の意味）   3．43  

これからの産業（IT化社会）   3．1  

進路関係の項目、系列紹介に  

関する項目に高い数値が現われ  

ている（○印）。自分を見つめた  

後、適切な進路を選択させるた  

めに進路や系列関係の項目を充  

実させる必要があることを改め  

て確認した。  

④振り返りの自由作文（300字種度）で【最も印象に残っている項目】を書かせたところ（複数回答あり）、次のような結果  
になった。  

交流会が群を抜いて高く、コミ  

ュニケーション・キャンプ、社会  

人講話と職場実習、菜園作り体験、  

ライフ・プラン・クラス内発表会  

と続く。そのうち、交流会はⅢ系  

列福祉保育モデルと関連が深い内  

容なので、最も印象深かったと答  

えた生徒のうちⅢ系列選択者の割  

合を調べたところ、35．29％であ  

った。さらに、菜園作り体験はⅠ  

系列と関連が深い内容なので、最  

も印象深かったと答えた生徒のう  

ちⅠ系列選択者の割合を調べたと  

ころ、36．36％であった。多少関  

連系列選択者が多い感はあるもの  

の、それほど強い相関は感じられ  

ない。つまりこれらの項目は、他  

系列選択者にも強いインパクトを  

与えたことがわかる。逆に、選ん  

だ生徒が少なかった福祉体験では、  

3系列選択者の割合が60％と高か  

った。また、同様の日銀・東証訪  

問も、Ⅳ系列選択者の割合が50％  

と高かった．これらについては、  

元々その分野に興味のある生徒を  

引き付けたと考えられる。   

区分   項  目   開係深 い系列  遥んだ生徒の 割合  多くの生徒 の印女に残  
ったもの   

コミュニケーション・キャンプ  30．19％  ○  

進路適性検査・職業適性検査  15．09％  

菜園づくり体験   口  27．67％  ○  36．36％  

系列授業見学  4．40％  

系列ガイダンス  10．06％  

村田兆治先生講話  5．03％  

職業発見ガイダンス  7．54％  

産社                                                                               福祉体験（車椅子・アイマスク）   Ⅲ  12．58％  60％  

副学長請話  5．03％  

進路バス見学会  15．09％  

社会人講話と職業実習  29．56％  ○  

筑波大学見学  4．40％  

特別支援学校との交流会   Ⅲ  42．77％  ○  35．29％  

進路ガイダンス  3．77％  

筑波大学の先生方による請話  8．18％  

卒巣研究系列内発表会  5．66％  

ライフ・プラン・クラス内発表会  25．16％  ○  

経済と産業（眉金、銀行、株）   Ⅳ  17．61％  42．86％  

日銀・東証見学   Ⅳ  15．09％  50％  

産業のしくみ・会社のしくみ（現代の産業の特徴）  6．29％  

産理                                   産業の課題（福祉的視点、環境保護的視点）  8．17％  

環境と産業膿菓の発達と環境保持、トレーディング・ゲ一山  ロ  8．81％  33．33％  

福祉と産業（福祉の意味）   Ⅲ  6．91％  50％  

これからの産業（IT化社会）   Ⅱ  3．15％  
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（4）学校生活の分析   

今年度は、生徒各人がしっかりと学習に取り組む態度  

を身につけることを年次の目標としている。学校生活の  

基本である授業への取り組みは言うまでもなく、自習や  

課題学習にもしっかりと取り組むことのできる生徒集  

団、つまり、互いに励まし合いながら向上していける集  

団作りを目指している。   

今年のコミュニケーション・キャンプでは、生徒全員  

が静かに学習に取り組む「サイレント学習」や、あらか  

じめ出された課題を確認する「課題確認テスト」を行っ  

た。これらの取り組みは、普段の学校生活の中でも継続  

して行った。   

毎朝のSHRでは、5分間の「英単語小テスト」を実  

施している。このテストは、問題（英単語5つ）があら  

かじめ示され、それを答えるだけの非常に平易なもので  

ある。英単紆を覚えさせるというよりは、「遅刻防止」  

あるいは「5分間静かな時間を確保する」という意味合  

いが強い。合格点に達しない者および遅刻をした者は当  

日放課後に居残りをして再試験を受けるシステムになっ  

ており、再試験を逃れるため、真剣に臨む者もいると思  

われる。（ちなみに定期考査期間中は、この時間で「サ  

イレント学習」を行っている。）   

本年次の4クラス全体の出席率・遅刻者数（実数）の  

データは以下の通りである。  

英検3級以上  数検3級以上  漢検3級以上  C16   

入学時   51   8   56   0   

1学期末まで   59   38   46   23   

2学期末まで   7   16   42   27   

合計（1月現在）  117   62   144   50  

なお、英検3級については1学期、漢検3級について  

は2学期に、来合格者全員が該当検定を受験している。  

数検3級来合格者は3学期に全員該当検定を受験予定で  

ある。   

家庭学習に取り組む時間をアンケートしたところ、平  

均で34分と短かった。また、全く学習していない者も  

28％もおり、家庭学習の定着という点で課題が残っ  

た。  

7．今後の課題   

「産社・産理」と年次生徒の実態を様々な角度から検  

証してきた。今年度も「産社・産理」は生徒達の精神面  

の健全な成長に十分に寄与し、系列選択・科目選択とい  

うゴールへ到達させることができた。その結果、感動を  

共有できる生徒集団へと高めることができた。しかし、  

日常的な積極性や物事への問題意識といった生活の実態  

においては、向上の兆しは見られるものの課題として残  

っている。さらには、学力向上には欠かせない家庭学習  

の習慣化や実際のスキルアップもこれからである。2年  

次、3年次の生活の中で向上していけるよう見守ってい  

きたい。   

例年、緊張している1学  

期に比べ、高校生活への慣  

れを自覚する 2学期にな  

ると、遅刻者数も増加する  

席率  

傾向が見られるが、今年度に関しては増加傾向もある程  

度押さえることができた。「英単語小テスト」の試みは  

一定の効果があったと推測される。   

課題確認テストは、夏休みは英語・数学・国語の3教  

科、冬休みについては数学一教科のみ実施した。長期休  

業前に各教科の宿題を示し、その範囲から休み明けすぐ  

にテストを行うというものである。   

生徒が学習に取り組む態度を身につけるための取り組  

みは、「あしなな」およびl‾c16」の取り組みと連動  

して行われている。「あしなな」は生徒の基礎学力向上  

を目指した取り組みで、英検3級、漢検3巌、数検3毅  

（本校ではこれらすべてに合格することを rC16（16  

歳が到達すべき学力）」としている。）の合格を目標に、  

週2時間行われている。   

本年度の検走合格状況は以下の通りである。  
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